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名
護
市
辺
野
古
の
米
軍

新
基
地
、
防
衛
庁
は
大
浦

湾
側
の
着
工
強
行
。「
水
面

下
90
ｍ
の
軟
弱
地
盤
の
埋

め
立
て
工
事
は
貴
重
な
海

を
破
壊
す
る
も
の
だ
」「
工

期
９
年
で
７
万
本
の
杭
を

打
つ
と
い
う
が
、
前
例
の

な
い
工
事
で
完
成
の
見
通

し
は
な
い
」「
玉
城
県
知
事

は
『
一
方
的
な
着
工
は
誠

に
遺
憾
』
と
の
コ
メ
ン
ト

を
発
表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
一
原
発
の
デ
ブ

リ
取
り
出
し
中
断
。「
装
置

の
セ
ッ
テ
ン
グ
に
失
敗
し

作
業
が
で
き
な
か
っ
た
」

「
あ
り
え
な
い
ミ
ス
だ
」

「
す
で
に
計
画
の
３
年
遅

れ
で
、
廃
炉
の
先
行
き
は

ど
う
な
る
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

お
米
が
品
薄
。「
ス
ー

パ
ー
に
行
っ
た
ら
棚
が

空
っ
ぽ
だ
っ
た
」「
通
販
だ

と
価
格
が
２
倍
以
上
も
す

る
」「
政
府
は
順
次
回
復
し

て
い
く
と
い
う
が
、
市
場

　

米
空
軍
が
公
表
し
た
事

故
統
計
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
過
去
10

年
間
（
14
～
23
年
度
）
の

事
故
率
（
10
万
飛
行
時
間

あ
た
り
の
事
故
数
）
は
米

空
軍
機
の
中
で
最
悪
で
す

（
表
）。
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ

イ
の
事
故
率
は
、
最
も
重

大
な
「
ク
ラ
ス
Ａ
」
で
８
・

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

米
空
軍
で
事
故
率
最
悪

　
東
京
上
空
飛
び
回
る  

横
田
の
同
型
機

３
、
次
い
で
重
大
な
「
ク

ラ
ス
Ｂ
」
で
も
33
・
66
と

官
は
米
下
院
公
聴
会
の
証

言
で
、空
軍
、海
兵
隊
、海

軍
を
合
わ
せ
た
オ
ス
プ
レ

イ
全
機
の
「
ク
ラ
ス
Ａ
」

事
故
率
は
４
・
１
だ
と
弁

明
し
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ｖ

22
の
際
立
つ
危
険
を
放
置

す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

　

同
型
機
６
機
は
横
田
基

地
に
配
備
さ
れ
て
お
り
、

う
ち
１
機
が
昨
年
11
月
29

日
に
鹿
児
島
・
屋
久
島
沖

で
墜
落
し
て
い
ま
す
。
米

空
軍
は
、
こ
の
墜
落
事
故

に
つ
い
て
は
根
本
的
な
原

因
は
「
特
定
さ
れ
な
か
っ

た
」
と
し
て
飛
行
を
再
開

し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
は
日

本
か
ら
直
ち
に
撤
去
す
べ

き
で
す
。日本でも拡大

強欲インフレ
　　　　から転換せよ

　

イ
ン
フ
レ（
物
価
上
昇
）

分
は
、
働
き
手
に
ほ
と
ん

ど
回
ら
ず
、
企
業
が
丸
取

り
。
こ
れ
が
強
慾
イ
ン
フ

レ
。
元
々
は
欧
米
か
ら
。

Greed

（
強
欲
）
と

Inflation

（
物
価
高
）
を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
が

Greedflation

（
強
欲
イ

ン
フ
レ
）
で
す
。

　

今
年
３
月
期
決
算
で
ト

ヨ
タ
の
利
益
は
５
兆
円
。

こ
の
う
ち
２
兆
円
が
配
当

な
ど
で
株
主
に
回
る
。
一

方
で
賃
金
総
額
は
46
億
円

増
加
、
利
益
に
対
し
て
僅

か
０
・
０
９
％
回
る
だ
け

で
す
。

　

ト
ヨ
タ
は
、
下
請
け
企

業
に
３
０
０
０
億
円
増
や

す
と
発
表
。
こ
れ
に
日
本

商
工
会
議
所
の
小
林
兼
会

頭
は
「
１
兆
円
ぐ
ら
い

払
っ
て
し
か
る
べ
き
」
と

語
っ
た
の
は
全
く
そ
の
通

り
。

　

強
慾
イ
ン
フ
レ
は
日
本

で
も
拡
大
中
。
強
欲
イ
ン

フ
レ
か
ら
賃
上
げ
へ
の
転

換
。
大
企
業
の
社
会
的
責

任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

格
差
を
是
正
せ
よ

も
う
け
を
庶
民
に
還
元
せ
よ

最
悪
で
す
。

　

米
海
軍
の
チ
ェ
ビ
司
令
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任
せ
で
無
責
任
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

21
日
、
都
心
で
集
中
豪

雨
。「
今
ま
で
に
無
い
集
中

朝
ド
ラ
『
虎
に
翼
』
と

原
爆
裁
判

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
『
虎
に

翼
』
は
侵
略
戦
争
や
女
性

差
別
の
理
不
尽
を
ズ
バ
リ

描
く
。
俳
優
陣
の
快
演
も

拍
手
。

  

ド
ラ
マ
は
い
ま
、
主
人

公
・
寅
子
が
赴
任
先
か
ら

東
京
地
裁
民
事
第
24
部
に

戻
り
、
米
国
の
原
爆
投
下

の
違
法
性
を
問
う
「
原
爆

裁
判
」
に
判
事
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
に
。

　

主
人
公
の
モ
デ
ル
三
淵

嘉
子
は
、
当
時
東
京
地
裁

民
事
第
24
部
判
事
と
し
て

「
原
爆
裁
判
」
に
参
加
。

１
９
６
３
年
12
月
、「
原
爆

投
下
は
国
際
法
違
反
」
と

画
期
的
な
判
決
を
下
し
、

そ
の
後
核
廃
絶
や
被
爆
者

救
援
の
大
き
な
力
に
な
っ

た
。　
　
　
　
　
（
Ｍ
）

自
民
党
総
裁
選
の
過
熱

報
道
に
思
う

　

マ
ス
コ
ミ
は
11
人
も
の

候
補
が
乱
立
し
て
い
る
こ

と
を
大
々
的
に
取
り
上
げ

て
い
る
。
し
か
し
候
補
の

推
薦
人
に
裏
金
を
も
ら
っ

た
議
員
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん

で
い
る
。
若
手
の
ホ
ー
プ

と
い
わ
れ
る
人
の
後
ろ
に

は
前
首
相
、
元
首
相
な
ど

党
長
老
が
君
臨
し
て
い
る
。

　

総
裁
選
で
厳
し
く
問
わ

れ
る
の
は
、
裏
金
、
統
一

教
会
問
題
に
ど
う
決
着
を

つ
け
る
か
だ
が
、
そ
う
し

た
機
運
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

自
民
党
政
治
そ
の
も
の
を

終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。　
（
Ｗ
）

　

台
風
10
号
発
生
。「
発
達

し
な
が
ら
近
づ
い
て
い

る
」「
日
本
列
島
を
縦
断
し

そ
う
だ
」

　

８
日
に
発
生
し
た
日
向

灘
を
震
源
と
す
る
地
震
で
、

気
象
庁
が
初
め
て
発
表
し

た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）。

対
象
地
域
に
は
４
原
発
７

基
（
運
転
終
了
を
除
く
）

が
立
地
し
て
い
ま
す
が
、

地
震
発
生
時
に
運
転
中

情報が出たら

原発運転、即停止を！
南海トラフ「巨大地震注意」

　

防
衛
省
は
10
月
、
先
端

軍
事
技
術
開
発
の
「
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
研
究
」
を

進
め
る
た
め
、新
た
に「
防

衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ 

ン
技

ア
メ
リ
カ
の
軍
産
融
合
体
が
モ
デ
ル
の

「
防
衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ 

ン
技
術
研
究
所
」（
上
）

　
軍
民
融
合 
軍
事
研
究
強
ま
る
危
険

だ
っ
た
の
は
九
州
電
力
川

内
原
発
（
鹿
児
島
県
薩
摩

川
内
市
）
２
号
機
。
原
子

力
規
制
庁
な
ど
は
、
臨
時

情
報
に
よ
る
運
転
停
止
を

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

立
石
雅
昭
・
新
潟
大
学

名
誉
教
授
（
地
質
学
）
は
、

臨
時
情
報
が
出
た
ら
運
転

中
の
原
発
は
即
停
止
す
べ

き
だ
と
主
張
。
と
く
に
伊

方
原
発
に
つ
い
て
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
時
の

揺
れ
の
想
定
が
県
の
防
災

計
画
と
乖か
い
り離
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、

「
基
準
地
震
動
を
見
直
し
、

対
策
を
と
ら
な
い
限
り
、

そ
の
ま
ま
停
止
さ
せ
て
お

く
か
廃
炉
に
す
べ
き
だ
」

と
話
し
ま
す
。

ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
が
吹
っ

飛
ん
だ
」「
道
路
が
川
の
よ

う
に
な
っ
て
車
が
流
さ
れ

て
い
た
」「
山
の
手
線
や
東

海
道
新
幹
線
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
校
野
球
、
京
都
国
際

が
初
優
勝
。「
延
長
10
回
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
の
す
え
、
２

対
１
で
競
り
勝
っ
た
」「
京

都
代
表
の
優
勝
は
68
年
ぶ

り
」「
東
東
京
の
関
東
第
一

は
惜
し
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

松
山
英
樹
が
米
ツ
ア
ー

術
研
究
所
」（
仮
称
） 

を
開

設
し
ま
す
。

　

モ
デ
ル
は
、
無
人
機
や

ミ
サ
イ
ル
開
発
を
し
て
き

た「
軍
産
複
合
体
の
中
核
」

で
あ
る
米
国
防
総
省
の
高

等
研
究
計
画
局(D

ARPA)

や
国
防
イ
ノ
ベ 

ー
シ
ョ

ン
ユ
ニ
ッ
ト(D

IU
) 

。

D
ARPA

は
科
学
者
と
軍

事
研
究
の
仲
立
ち
が
主
目

的
で
す
。

　

設
置
場
所
は
民
間
複
合

施
設
「
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン

プ
レ
イ
ス
」。最
大
の
特
徴

は
民
間
人
材
の
活
用
。
民

間
企
業
の
経
営
陣
に
加
え
、

大
学
の
研
究
所
長
な
ど
を

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー

ジ
ャ
」
と
し
て
登
用
。
副

業
も
可
能
と
し
、
大
学
に

所
属
の
ま
ま
で
も
可
能
で
、

大
学
や
研
究
機
関
を
軍
事

研
究
に
取
り
込
ん
で
い
き

ま
す
。

　

研
究
者
の
自
由
よ
り
防

衛
省
の
自
由
が
先
行
し
、

研
究
成
果
は
特
定
秘
密
に

指
定
さ
れ
て
非
公
表
。
防

衛
省
が
知
識
や
技
術
を
独

占
し
、
日
本
の
科
学
技
術

の
発
展
の
仕
方
が
大
き
く

ゆ
が
み
ま
す
。
見
過
ご
せ

な
い
軍
民
融
合
の
危
険
な

動
き
で
す
。

で
10
勝
目
。「
ア
ジ
ア
勢
の

最
多
優
勝
記
録
を
更
新
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

志
位
和
夫
著

Ｑ
＆
Ａ 

共
産
主
義
と
自
由

　
　
　
　

   

『
資
本
論
』
を
導
き
に

　
　
　
　
　
　

新
日
本
出
版
社
９
０
０
円

　

本
書
は
２
０
２
４
年
４

月
27
日
に
民
青
同
盟
が
主

催
し
た
学
生
オ
ン
ラ
イ
ン

ゼ
ミ
・
第
３
弾
「『
人
間
の

自
由
』
と
社
会
主
義
・
共

産
主
義
―
『
資
本
論
』
を

導
き
に
」
に
加
筆
・
修
正

を
お
こ
な
っ
て
製
本
化
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
「
人
間
の
自
由
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
社
会
主
義
、

共
産
主
義
の
魅
力
を
や
さ

し
い
言
葉
で
し
か
も
ス

ケ
ー
ル
大
き
く
語
っ
て
い

る
。「
人
間
ら
し
く
生
き
た

い
」
と
願
う
全
て
の
人
に

マ
ル
ク
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
素
晴
ら
し
い
著

作
で
あ
る
。　
　
（
Ｓ
）

豪
雨
で
被
害
も
で
た
」「
港

区
で
は
１
時
間
に
１
０
０

ミ
リ
の
雨
が
降
っ
た
」「
マ


